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水防訓練の実施 文京区
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令和７年度 台東区・第六消防方面合同総合水防訓練 台東区

○消防関係機関、警察、交通機関、地元町会等と合同で水防訓練を実施。区庁舎に設置した災害対策本部と
消防署に設置した署隊本部および訓練会場を衛星回線でつなぎ、各本部間での情報連携を行った。
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水害リスク診断書の配付、出前講座の実施 北区

取組の実施内容を記載
○令和７年４月の『東京都北区大規模水害を想定した避難行動の基本方針』の改定を基盤として、令和７年５月、荒川氾濫時浸
水想定地域に『わが家の水害リスク診断書』を配付
○配付地域を対象として、令和８年１月～３月に『水害リスク診断書はやわかり出前講座』を実施（予定含む）

 令和2年3月策定の『東京都北区 大規模水害を想定した避難行動の基本方針』について、『東京都北区大規模水害を想定した避難行動の基本
方針改定に係る検討委員会』を立ち上げ、『我が家の水害リスク診断書』についても周知及び検討を実施

 居住地の水害リスクの把握と共に、避難に関する情報、気象情報等様々な防災情報を受け取れる『北区防災アプリ』『北区防災ポータル』
『北区メールマガジン』の情報をリスク診断書に掲載

 水害リスクがある地域にお住まいの世帯を対象に送付（約12万世帯）
 居住地の水害リスク把握とリスク診断書の内容理解を目的とした『水害リスク診断書 はやわかり出前講座』の実施

▲二次元コード
（北区HP『水害リスク診断書はやわかり出前講座～荒川
が氾濫しそうな時に自宅の上の階に避難できるの？～』）

▲二次元コード
（北区HP『わが家の水害リスク診断書について』）

←二次元コード
（北区HP『大規模水害を想定した避難行動の基本方針』）
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想定浸水深表示による意識啓発 足立区

○令和７年度は、計６ヵ所（区内大学１ヵ所、区内都立高校２ヵ所、その他施設３か所）に設置

■令和７年度設置箇所（例）

● 令和７年度は、区内大学や区

内都立高校等に設置しました。

● 水害リスクの見える化により、

区民の方の水害への意識啓発に努めました。

■今後の事業の方向性について
災害時協定締結先（二次避難所等）等に設置し、引き続き区民の水害に対する意識啓発に努める。


